
省エネ改修工事固定資産税減額申告書
令和　　年　　月　　日

白老町長　様

申告者　住　所　　　　　　　　　　　　　　１
氏　名　　　　　　　　　　　　　　 
電　話　　　　　　　　　　　　　　１
　白老町税条例附則第１０条の３第９項に規定する固定資産税（省エネ改修工事）の減額を受けたいので、添付書類を添えて申告します。

　なお、本申告書裏面に記載されている事項に同意します。

	納税義務者
	住　所
	
	個人・法人番号

	
	氏　名
	
	

	所　有　者
	住　所
	
	個人・法人番号

	
	氏　名
	
	

	

	家屋の内訳
	所在地
	白老町
	家屋番号
	番

	
	構　造
	木造　　その他（　　　　　　　）
	種類・用途
	

	
	床面積
	　　　　　　　㎡　（うち居住の用に供する部分　　　　　　　　　㎡）

	
	建築年月日
	年　　月　　日
	登記年月日
	年　　月　　日

	改修工事内訳
	費　用
	１．省エネ改修工事費用
	円

	
	工事完了日
	令和　　年　　月　　日
	

	本申告書を３ヶ月以内に提出できなかった理由
	

	備　　　　考
	

	

	添付書類
	①　建築士等の発行する熱損失防止改修工事証明書
②　領収書の写し（改修工事費用を確認できるもの）
③　改修工事の明細書の写し、改修工事箇所の図面・写真(改修前・改修後)

	
	
	入　力
	


※　本様式は、A4両面で印刷してください
住宅の省エネ改修に伴う固定資産の減免制度について
　平成26年４月１日から令和6年3月31日までの間に一定の要件を満たす省エネ改修をした住宅（家屋）を対象に、翌年度分の税額を減額します。

　１　減額を受けるための要件

　　　（１）平成26年１月１日以前に建てられた住宅（賃貸住宅を除く）であること。
　　　（２）次の①を含む、①から④の工事であること。

　　　　　①　窓の断熱改修工事（必須工事）

　　　　　②　床の断熱改修工事

　　　　　③　天井の断熱改修工事

　　　　　④　壁の断熱改修工事

　　　（３）改修後の住宅の床面積が５０㎡以上２８０㎡以下であること。

　　　（４）当該改修工事に要する費用が60万円超(国又は地方公共団体からの補助金等をもって充てる部分を除く。)であること。
　　　　　　なお、改修工事が50万円超で60万円に満たない場合でも、太陽光発電装置、高効率空調機、高効率給湯器もしくは、太陽熱利用システムの装置の係る工事費と合わせ60万円超の場合も対象となります。

　　　（５）工事完了の日が令和4年4月1日から令和6年3月31日までのものであること。

　２　減額となる税額

　　　　改修した家屋に係る固定資産税の３分の１が減額されます。
　　　　長期優良住宅の場合は３分の２が減額されます。
　　　（ただし、対象となる床面積は１戸あたり120㎡まで）

　３　減額となる期間

　　　　工事の翌年度のみ

　４　提出するもの
（1） 省エネ改修工事固定資産税減額申告書
（2） 建築士等の発行する熱損失防止改修工事証明書

（3） 領収書の写し

（4） 改修工事の明細書の写し、改修工事箇所の図面・写真（改修前・後）

（5） 改修工事によって長期優良住宅の認定を受けた場合は認定通知書の写し
　５　提出期限

　　　　改修後３ヶ月以内
　【お問い合わせ先】

　　　　　　　　　　　　　　　　　〒059-0995 白老郡白老町大町1丁目1番1号

　　　　　　　　　　　　　　　　　白老町役場 税務課 資産税グループ

　　　　　　　　　　　　　 　　　　TEL（0144）82-2659

FAX（0144）82-5574



受付印





※工事完了日から３ヶ月以内に申告書を提出できなかった場合のみ記入








